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研究成果の概要（和文）：近年、様々な環境でディスプレイが使用されるようになり、新しい視点で視覚特性について
研究する必要が生じている。立体表示環境、カラー・ユニバーサル・デザイン表示環境、高精細表示環境において心理
実験を行った。その結果、 (1) 立体表示環境では正しい奥行知覚が出来ない人の割合が予想以上に多く、30%程度存在
することを明らかにした、(2) 携帯端末上で実時間動作する色覚補助アプリケーションを新規開発した（色相ブレンド
法の提案）、(3) 天気予報図には領域分割の方法によってプロでも気づきにくい見易さの違いがあることを明らかにし
た、といった研究成果が得られた。

研究成果の概要（英文）：Recently, ubiquitous display environments have been very popular. Therefore, we 
needed to research on human vision as functions of display environments from the new aspects. We 
conducted psychological experiments in the environments of stereoscopic-, color-universal-designed-, and 
high-resolution-displays. The results show that, (1) the population of pseud stereo-blind people is 
approximately 30%, which is much higher than that of expected, (2) we developed a color blind support 
video-application, which employs Hue-blending method, running on smartphones and tablets, (3) visibility 
of weather forecast maps depends on the structure of area-separation, even the professionals could hardly 
notice the differences.

研究分野：メディア情報学・データベース
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様 式

１．研究開始当初の背景
 人間の視覚特性の把握は表示技術の開発
にとって非常に重要であり、関連する視覚特
性を可能な限り把握しておくべきである。周
到な準備により視覚特性が有効利用されて
いる有名な例としては、ハイビジョンのアス
ペクト比の決定を挙げることができる（畑田
1980）。一方で、不用意な取り扱いのために
社会問題になった例としては、
生したテレビアニメの『ポケットモンスター』
の放映中に起きた光感受性発作を挙げるこ
とができる。
 また、近年
非常に簡便となり、多彩な表現が可能となっ
た。しかし、色覚には個人差が大きいことが
知られており、日本人の場合、２色覚者（赤
緑色弱者）は男子人口の約５
る。２色覚者はカラフルな世界を感じている
が、正常色覚（３色覚）者との間には色覚の
ずれが生じている。したがって、カラーの扱
いにはカラー・ユニバーサルデザイン（
の観点から十分な配慮が必要である。
 そこで、
まえ、これまで、
的な状況における視認性の検討、
示環境：立体視能力の個人差の検討、
ラー表示環境：２色覚者のための補助ツール
の検討
 その結果、
いて、今まで知られていなかった重要な知見
が得られつつあった
特性はまだ十分に解明、もしくは実用的に利
用できる状態には到達しておらず、より一層
の研究が必要であった。
 
２．研究の目的
そこで、本課題においては、特徴的な視環
境の変化に
示環境、
慮したカラー表示環境、における人間の視覚
認知特性を
器の開発に資することを
した。
その後の変化として、まず、研究分担者の
木原健
実環境における見落としの視野依存性
択されたため、当該研究との分担を明確化す
るために、
イル環境における注意の研究は原則として、
当該研究の範囲で行うこととした。
備実験の結果からヘッドマウントディスプ
レイ（
上の制約があることも判明した。
モバイル
継続分にとどめた。
つぎに、
ン放送が完全に地上デジタル放送に完全移
行したのを機に標準的な画面のアスペクト
比が横長画面（
精細化が図られた。それに加えて、
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となり、訓練の効果があることも確認された。
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十分にその恩恵を享受できない人がごく普
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計測実験では両者に明確な違いが現れた。
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